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あらゆる良いわざとことばとに進むよう、あなたがたの心を慰め、強
めてくださいますように。(II テサロニケ2/17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

❹　8/3に、県南の被災状況と現状を知るために山元町を訪
問し、沿岸地区の復興がまだまだであることを知りました。	
❺	8/7に病で戦いにある大平姉を訪問しました。現在週4日
ディ・ケアに行かれています。祈りの支えをお願いします。	
❻ 8/10に博多ニューライフ教会の南里孝子姉より教会でのラ
ンチョンでの多額の売上金を捧げて頂きました。今月も他の
兄姉からの継続した献げもので、この群の活動と支援活動を
続けられることを感謝しています。	
❼	 8/11に、石巻シャロームの会（知的・身体障害者支援）の
「障害者で町興し」のシンポジウムに参加でき、現在、活動
場所「ベテルの風」が与えられて活動を始めています。	
❽	 8/13に、先にICCで1年間支援活動の奉仕されたJade Lus姉
が訪問下さり、主にある楽しい交わりを許されました。	
❾	 8/18に、七尾市に嫁がれた畠河和恵姉がお父さんと2人の子
供と訪問下さり、働きながら主婦として子ども達を真っ直ぐに
育てられていることを知り、感謝しました。	
❿	 8/21-22に仙台バプテスト神学校で開催された＜第18回シン
ポジウム「地方伝道を考える」＞に発題者の一人として参加
させて頂き、良き学びをさせて頂きました。	

⓫	 8/23に石巻オアシス教会で行われた大阪のカリス教会牧師
村上師と気仙沼の風間師を迎えての夕拝に参加させて頂き沢
山の恵みをいただきました。	

⓫	Dean師ご夫妻は10/18まで報告と教会訪問のために渡米中で
す。働きが祝されますように。	

■ 今月、次の課題を祈っていただければ幸いです。                       
① 病との戦い自宅で、療養中の大平姉のために祈り支えて下さい。	
② 長野県佐久市で療養中の濱　道子牧師夫人の回復のために。	
③ 求道者が起こされるように。市内の各教会の働きが祝される
ように。市民の救霊のために。	

 ●＜祈り＞　地区の諸教会が、神の栄光と住民の救いのために主にあって一つとなって、神と住民に仕えることが出来ますように。　　 

信仰を詠う

●	 7月の猛暑と8月の長雨という月を取り違えたような異常
な天気が続きましたが、皆さんにはお変わりなく元気にお
過ごしだったでしょうか。	
● 東北の地は1ヶ月以上も梅雨のような長雨が続き、日に
よっては肌寒い日もあり、稲作や野菜の生育に心配の声が
聞かれます。この後の残暑が思いやられます。	
●	 8月に行われた＜第18回シンポジウム「地方伝道を考え
る」＞において、大震災被災地で支援活動に携わった岩手
と宮城の教会の活動内容の報告があり、活動を通しての教
会の社会的責任と教会形成について議論された。	
●	この支援活動を通して、今まで「敷居が高い」と言われ
ていた教会・支援団体が多くの人から「キリストさん」と
親しく呼ばれる大きな働きをした。	
●	6年を経て、その働きを顧みるとき、「教派を越えて主に
あって1つ」の立場に立って、日頃から地域教会が互いに親し
く交わり、協力し合うことの重要性が、その報告の中で共通
して提示された課題であった。	
●	もう一つの大切なこととして、信仰に立った良きわざの
再確認であった。宗教改革以降、「聖書（みことば）だけ」
が宣教の基盤として強調されて来たために、聖書がもう1つ	
強調している信仰の実としての「良きわざ」が見失われてき
たのではないかという指摘である。	
●	外国人からは理解不能と言われる日本人の宗教観（日本
教と言われている）が未だに日本を席巻している現在におい
て、今回の大震災支援で「ことば」以上に「良きわざ」を通
しての宣教が大事であることが見直された。	
●	 特に東北地方の各地域においては、未だに住民の心に強
く刷り込まれている慣習や因習が、想像を越える大きな力と
して住民の心を支配している事実が改めて再認識された。　	
●	 この力は、理性では説明できない。感情的に「当然なこ
と」として住民の結束に働いている。これは簡単に破ること
ができるものではない。	
●	 「政教分離」はことばだけで、公共事業の起工式や教育
にさえ、神道や仏教の儀式が伝統とか慣習とかということば
で言い換え堂々と行われている。それを誰も不思議とは思わな
いし、それに異を唱えるキリスト教にむしろ反発が起こる。	
●	 その宗教的な伝統行事に私たちはどのように関わるかが
問われる。これらと真っ正面から闘うために勢力を削がれる
ことよりは、むしろキリスト教会は自らの信仰に立脚して、
地域住民の益となることや住民が求めていることに今回の震
災支援のように「良きわざ」の働きを通して、地域住民に積
極的に関わることを求めて行く息の長い宣教活動の大切さを
教えられている。	
●残暑厳しい季節、日頃に支援に感謝し、皆さんの健康が守
られて過ごされますようにお祈りします。	

❶	8月中お休みした諸集会（聖書を読む会/ほっと・Time/楽し
い手芸/コーラス花）が9月より再開します。各集会がその働き
を通して参加者に良き証しが出来ますように。	
❷	 7/23の礼拝に、この群で信仰を培われてクリスチャン・
ホームを建て上げた佐々木真奈・類ご夫妻と長女恵麻ちゃ
んが出席されました。9月に第2子の出産を迎えます。母子
ともに神の守りの中で出産できますように。	
❸	 7/28に、「チーム酒田」の姉妹より名産のアンデスメ
ロンを、8/6に津市にあるライトハウスの姉妹より幸水梨
送って頂き、会員・来会者に味わって頂きました。

信	仰	:  今、教会に求められること
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ルアシヤー
残りの者

逝きし娘のこころを汲めぬ母なりと　　		

				悔いいる姉妹と立ちつくし哭く	

苦しみをおろすは主と知りつつも　	

				　　　私も同じと母の哀しみ 

動かねばならぬ現実向かう姉妹				

　　　食べて力をと惣菜そっと　  

 群の定期集会
・礼拝（毎週日曜日）　　             10：00-11：30　　
・祈り会（毎週水曜日）　　　　    10：00-11：30 
・聖書を読む会(第1火曜日) 　　　  10：30-12：00     
・ほっと・Time (第3火曜日) 　     10：30-12：00 
・コーラス「花」（第2,4木曜日）   13：30-15：00     
・楽しい手芸（第2,4月曜日）   　　10：00-12：00  
・学習支援（地域の子どもの要望に応えて）

■ 先月の多くの恵みから　　　　　　　　　　　　　　

　　９月 　 母　と　は

    阿 部 八重子  
   キリスト者の友人が 
娘さんを亡くされまし 
た。なんのお役にもた 

てない者ですが軛を負 
われる主に感謝して共 
に祈り合っていきます。 






